
第14回 「Claude Code in Action」第2回
   Anthropic 公式 Claude Academy

Claude Code

守られる CLAUDE.md
   公式の教材を、順番に



この資料について

Anthropic とは関係のない、⾮公式の資料です

公式の学習サイト Claude Academy の⽇本語訳です

原⽂（英語）Claude Code in Action ∕ A CLAUDE.md that follows

原⽂の流れと節の並びをそのままに、要点を落とさず⽇本語にしています

1出どころ：Claude Academy「Claude Code in Action」レッスン2（Anthropic 公式・英語）／非公式の日本語要約です



全51回の、今⽇はここ

2出どころ：Claude Academy「Claude Code in Action」レッスン2（Anthropic 公式・英語）／非公式の日本語要約です



今⽇のレッスン

Claude Code in Action の第2回

原題 A CLAUDE.md that follows

 訳 守られる CLAUDE.md

第8回「CLAUDE.md というファイル」の続きにあたり
ます

3出どころ：Claude Academy「Claude Code in Action」レッスン2（Anthropic 公式・英語）／非公式の日本語要約です



このレッスンの流れ

教材の並びどおり。この番号が、このあとの⾒出しに出てきます

① そもそも CLAUDE.md に書くことなのかを問う

② 置き場所は4つ

③ ⼤きくなったら、読み込みで分ける

④ 守られるかどうかは、書き⽅で決まる

⑤ 直し続ける
4出どころ：Claude Academy「Claude Code in Action」レッスン2（Anthropic 公式・英語）／非公式の日本語要約です



⻑く書くほど、守られなくなる

原⽂では、⾒出しのない書き出しの部分

CLAUDE.md は、放っておくとふくらみます

決まり同⼠が、Claude の注意を取り合うことになります

うまくいくのは、なんでも書いてある⽂書ではなく、短くて狙い
を絞った⽂書でした

5出どころ：Claude Academy「Claude Code in Action」レッスン2（Anthropic 公式・英語）／非公式の日本語要約です



① 書くことなのかを、まず問う

原題 First, ask if CLAUDE.md is even the right tool

決まりには2種類あります。こうし
てほしい、と、絶対に破られては困
る

書いておくのは、読んでそのとおり
にしてくれることを願うのと同じで
す

たいていはそうしてくれます。でも
「たいていは」では⾜りないことが
あります

6出どころ：Claude Academy「Claude Code in Action」レッスン2（Anthropic 公式・英語）／非公式の日本語要約です



① 引きしめるための5つ

7出どころ：Claude Academy「Claude Code in Action」レッスン2（Anthropic 公式・英語）／非公式の日本語要約です



① 絶対の決まりは、フックへ

道具を使う前に動くフックなら、そ
の⼿を実際に⽌められます

丁寧なお願いではなく、本物の⻭⽌
めになります

CLAUDE.md にはいつものやり⽅
を、フックには絶対の決まりを

8出どころ：Claude Academy「Claude Code in Action」レッスン2（Anthropic 公式・英語）／非公式の日本語要約です



② 置き場所は4つ

原題 The four locations

会社が決める分∕⾃分の分∕プロ
ジェクトの分∕⼿元だけの分

上書きし合うのではなく、全部が⾜
し合わさって効きます

どれも、始めるときに⼀緒に読み込
まれます

9出どころ：Claude Academy「Claude Code in Action」レッスン2（Anthropic 公式・英語）／非公式の日本語要約です



② ⼿元だけの分が、使える

変更の記録には⼊れない、そのプロ
ジェクトでの⾃分だけの覚え書きで
す

枝を切って作り直している間、そこ
で決めた組み⽴て⽅を置いておく

チーム全体の決まりには⼿をつけず
に済みます

10出どころ：Claude Academy「Claude Code in Action」レッスン2（Anthropic 公式・英語）／非公式の日本語要約です



③ 読み込みで分ける

原題 Split up a big file with imports

ファイルの場所を書いておくと、別
の⽂書を呼び込めます

ただし、始めるときに呼んだ先の中
⾝がその場に展開されます

読み込む量は減りません。⾒た⽬の
整理にはなります

11出どころ：Claude Academy「Claude Code in Action」レッスン2（Anthropic 公式・英語）／非公式の日本語要約です



④ 守られる書き⽅

原題 Phrasing is what makes rules stick

具体的に、確かめられる形で書く。
測れない決まりは守られません

禁じるだけでなく、代わりを名指し
する

強調は、破られたときに本当に痛い
2つか3つに使いきる

12出どころ：Claude Academy「Claude Code in Action」レッスン2（Anthropic 公式・英語）／非公式の日本語要約です



⑤ 直し続ける

原題 Keep the file under revision

CLAUDE.md は、書き上がった説明書ではありません

Claude がしくじったら、その場だけ直して終わりにしない

「それを CLAUDE.md に⾜しておいて」と Claude に⾔う。決
まりの⽂そのものを書かせます

13出どころ：Claude Academy「Claude Code in Action」レッスン2（Anthropic 公式・英語）／非公式の日本語要約です



まとめ

原題 The bottom line

絶対の決まりはフックに移す

整理のために読み込みを使う (量は減
らない) 

具体的で、確かめられて、代わりが
名指ししてある形にする

14出どころ：Claude Academy「Claude Code in Action」レッスン2（Anthropic 公式・英語）／非公式の日本語要約です



今回のまとめ

⻑く書いても、よく守られるわけではない

絶対の決まりは、願うのではなく⽌める

置き場所は4つ。重なって効く

測れない決まりは、守られない

しくじりは、ファイルへの不具合の報告として受け取る

15出どころ：Claude Academy「Claude Code in Action」レッスン2（Anthropic 公式・英語）／非公式の日本語要約です



次回

Claude Code in Action の第3回

原題 Verification skills

 訳 確かめるスキル

できたかどうかを、機械に確かめさせる回です

全51回の、15回⽬です

16出どころ：Claude Academy「Claude Code in Action」レッスン2（Anthropic 公式・英語）／非公式の日本語要約です



あなたのファイルは、引きしまっていますか


